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２．４．ＥＳＴへ活用可能な交通管理システムについて 
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ＥＳＴに活用可能な交通管理システムについて 

 

警察庁交通局交通規制課 課長補佐 

磯 丈男 

 

 警察庁交通規制課の磯と申します。今日ご出席の

方は実務担当の方や、ＮＰＯの方が多いと思います。

警察でもＥＳＴに活用可能な交通管理上のシステム

をいくつか持っておりますので、今日はそのご紹介

を中心にお話をさせていただきたいと思っておりま

す。 

 

 

 

 

 まず、警察がやっている交通管理について一般的

には交通規制とか信号制御などが一番先に思い浮

かばれると思いますが、これを担保するため交通指

導取締りも重要なツールです。 

 

 

 

 

 

 

まず、交通規制ですが公共交通支援のためによく

とられる手法として駅前の交通規制ですとかバス優

先の規制、駐車禁止規制、信号制御では、ＰＴＰＳ

といわれている公共車両の優先制御システム、路面

電車用の信号機、バス路線に青を優先的に配分して

いく信号制御などがあります。また、これらの規制

や信号は守られてはじめて有効ですので、これを担

保するための交通指導取締りも有効なツールなので

す。 

 

（スライド１） 

（スライド２） 

（スライド３） 
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 バスの走行円滑化で使われているのがＰＴＰＳと

バスレーンです。これは東京都のある路線です。Ｐ

ＴＰＳは基本的に光ビーコンとバスの車載機が通信

することによって行先の信号の青になる確率を高く

するというものです。情報板はバスレーンを走って

いる車両でバスの走行を阻害している車両に対して、

バスレーンから出てくださいと警告をするものです。 

 

 

 

このスライドは情報のやりとりを模式的に表したも

のです。交通管制センターからのコントロールで信

号機は動いているので、車載機と光ビーコンの情報

を管制センターに集約することによって、バスの走

行レーンを確保したり、バスの信号を先に右折左折

させてスムーズに進行させる様子を示したものです。 

 

 

 

 

 ここから先は具体的な事例になりますが、このス

ライドは平成１２年に千葉で導入したＰＴＰＳです。

稲毛駅から穴川十字路までの間にＰＴＰＳを導入し

た時の状況をお話しします。 

なお、ＰＴＰＳを導入するにあたって、信号の優

先制御のほかに駅前のバスの流入がスムーズになる

ような信号制御も併せて実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

（スライド４） 

（スライド５） 

（スライド６） 

（スライド７） 
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その結果、バスの平均旅行時間が、目に見えて短

縮したのがこのグラフで分かると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 バス利用者からのクレームの上位に、定時性が確

保されないということがありましたが、ＰＴＰＳを

導入した結果、バスの定時性の確保ができたことが

分かります。 

 

 

 

 

 

 

このスライドはバスが信号待ちをする待ち時間

と停止回数がどう変化したかを示したもので、明ら

かに信号待ちの待ち時間も減っていますし、停止回

数も少なくなっているという効果がみられました。 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＰＳの目的は、バスの利便性を向上させるこ

とによってバスの乗客を増やして交通量を減らし、

ＣＯ２の排出量を下げていこうというものですが、

実際バスの乗客はどうだったかというと、幾分増え

ていますが、目に見えて増えたという形にはなりま

せんでした。 

 

 

（スライド８） 

（スライド９） 

（スライド１０） 

（スライド１１） 
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一般交通への影響を路線交通量の比較で見てい

ます。路線交通量はほとんど変わっておらず、バス

から一般車に乗り換えてくれたという方はあまり

いなかったという結果になりました。 

 

 

 

 

 

 

 これは総渋滞長時間がどう変わったかを占めすス

ライドです。総渋滞長時間はむしろ悪化をしていま

す。これは交差道路側、交差側の渋滞長が伸びてし

まったために、総渋滞長が伸びてしまったことを示

しています。 

 

 

 

 

 

 次に、昨年新潟で導入した例を紹介したいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新潟の場合は、朝に新潟の中心市街地に入ってい

く路線ではかなり渋滞が発生しており、これがバス

の走行にもかなり悪影響を与えていました。そのた

めＰＴＰＳとバスレーンに加え、中央線変移を導入

して交通容量を増やすことにより、それを合わせて

より効果的にＰＴＰＳを実施したものです。 

（スライド１２） 

（スライド１３） 

（スライド１４） 

（スライド１５） 
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 スライドに示した時間帯のところでかなり大き

な上下交通のアンバランスが生じていたので、ここ

で交通容量の適正化を図るために採用したのが中

央線変移です。 

 

 

 

 

 

 

 アンバランスが生じていた時間帯がありました

ので、そこの時間帯をターゲットにしてＰＴＰＳと

中央線変移を合わせて導入しました。 

 

 

 

 

 

 

 

これが中央線の装置です。中央線が変わって朝と

それ以外の時間帯で通れる車線数が変わりました。 

つまり需要に応じて車線を増やしたのです。 

 

 

 

 

 

 

 

これが運用の効果ですが、見事に橋の上の渋滞が

解消されているのがわかると思います。 

 

 

 

（スライド１６） 

（スライド１７） 

（スライド１８） 

（スライド１９） 
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このスライドではバスはもちろん、一般車両の渋

滞を減らすというのも相当あったことがわかります。

実燃費もかなり向上したと聞いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 このスライドはバスの旅行時間をグラフ化した

ものです。事前と事後ではっきりと効果があること

が分かると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

一般車両でもバスほどではないですが相当効果が

表れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このスライドは効果を棒グラフで示したもので、

バスだと３.５割、一般車だと３割の旅行時間削減

ができましたので、相当の効果があったと言えると

思います。 

 

 

 

（スライド２０） 

（スライド２１） 

（スライド２２） 

（スライド２３） 
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このスライドは効果を一覧表にしたものです、Ｃ

Ｏ２削減もかなり見込める結果になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟でこんなに効果が上がったのか、新潟県警に

聞いてみました。一つは一般車のレーンが２車線確

保できるようになったのでバスレーンを走っていた

違法走行車両がなくなった。今までバスの定時性が

確保されなかったのは全体の渋滞もあった。バスが

走るところを一般車両が走っていてその車両にバス

の走行が邪魔されたり、逆にバスはバス停で止まる

ので、一般車両がバス停手前でバスを避けるために

左側の車線に入ろうとしてバスを待ったりして走行

速度が下がっていたところ、それが解消されたとい

うのが効果の原因だとのことです。 

 

 新潟の場合劇的な効果がありましたが、千葉の場

合、警察単独で実施していたのでバスの走行環境改

善したのにも関らず、ＰＴＰＳ本来の効果がもう一

つ向上しなかったということがありました。バスの

利用がもうひとつ伸びなかったという理由に、駅前

まではスムーズに行くのですが、駅のすぐ近くに来

たときに先に進まなくなってしまったということ

が指摘されていました。そこで駅前のロータリー改

良を道路管理者と連携して行ない、バス停の再配置

とか、送迎用の車両の位置を整理し、駅前の車の流

れがスムーズになったという連絡を受けています。

これは去年の秋頃から始まったということで、効果

は分析中ということですが、印象としては大分よく

なったと聞いています。 

 

（スライド２４） 

（スライド２５） 

（スライド２６） 

（スライド２７） 
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警察が持っているツールというのは先ほど言い

ましたようにＰＴＰＳをはじめいくつかあります

が、このツールをより有効に活用していただくため

には、自治体の方とかバスの事業者の方とかそうい

った多くの関係者との連携が必要になってきます。 

 その連携の例をまとめたのがこれのスライドで

す。バスレーンの指導取締りは警察が行います。ま

た、昨年から国土交通省で行ってるバスカメラの施

策、これはバスの前にカメラをつけてバスレーンの

走行車両等を撮影して、車両の使用者等に注意をう

ながすということも聞いております。このような施

策と上手く連携をしてバスレーンの確保を行なっ

ていく、そうすればバスの有用性というのが皆さん

に認識していただけると思いますので、バスの利用

者が増え、結果マイカーの利用者が減ってくれると

いうことになると考えています。 

 

 

 

 

 いずれにしても警察で持っているツールは警察だ

けで使ってもそれほど効果の上がるものではありま

せんが、関係者と連携することによって警察だけで

やったら１０しか効果が出ないところが２０、３０

にもなると考えています。本日のセッションに御参

加いただいた皆様にも、警察の持っているツールを

利用していただいてＥＳＴの目標を達成できるよう

な施策を考えていき、いっしょに進めていきたいと

思っています。発表は以上です。 

 

（スライド２８） 

（スライド２９） 

（スライド３０） 


